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研究成果の概要（和文）：慢性疾患をもつ患者を含む家族による効果的な療養管理を実現するために、家族と医
療職者の関係性という新たな視点から「家族コンコーダンス達成力アセスメントモデル」を開発した。コンコー
ダンスに関する文献検討に加えて、家族および医療職者の双方へのインタビュー調査の結果をふまえた分析を行
うことで、家族コンコーダンスならびに、家族と看護師それぞれを対象とした家族コンコーダンス達成力の構成
要素、影響因子、帰結を明らかにした。これらを家族同心球環境理論に準拠した家族ケア/ケアリングモデルに
演繹的に統合することによって，家族コンコーダンスならびに家族コンコーダンス達成力を包括的にアセスメン
トすることを可能にした。

研究成果の概要（英文）：I developed the "Assessment Model for Family Concordance Competency" from a 
new perspective of the relationship between families and health care professionals in order to 
realize effective care management by families, including patients with chronic diseases. In addition
 to a literature review on concordance, I analyzed the results of interviews with both families and 
health care professionals to clarify the components, influencing factors, and consequences of family
 concordance and the ability to achieve family concordance for families and nurses, respectively. By
 deductively integrating these into a family care/caregiving model based on the Concentric Sphere 
Family Environment Theory, a comprehensive assessment of family concordance and the ability to 
achieve family concordance was made possible.

研究分野： 家族看護学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
当モデルを活用することで、包括的に家族ならびに医療職者がもつ家族コンコーダンス達成力をアセスメントす
ることを可能にし、それらを向上するための家族コンコーダンス教育プログラムや家族支援モデルの開発が期待
できる。家族コンコーダンスを達成することで、患者・家族のQOLの向上，看護師による家族支援能力の向上，
家族による効果的な療養管理によって長期的な国民医療費の抑制等にも寄与できる。
＊コンコーダンスとは，療養管理の方法や方針を決定する際，お互いの知識や経験，価値観，ライフスタイル等
を尊重しながら対等な立場で話し合う，患者・家族と医療職者間のパートナーシップに基づくコミュニケーショ
ン方法

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年，わが国では医療技術の進歩による功績の一方で，慢性疾患や慢性症状，医療的な管理な

どを抱えたまま地域で生活する患者が増加している．そのような患者や家族を支援する立場に
ある看護師は，家族が上手く療養管理をできるように家族支援を行う必要がある．これまで，慢
性疾患をもつ患者やその家族の治療・療養管理では，コンプライアンス（医療職者による指示・
指導を遵守すること）が重要だと考えられてきたが，近年では，患者と医療職者とのコンコーダ
ンス（調和・協調）という両者の関係に着目することが重要であると考えられてきている．コン
コーダンスとは，療養管理の方法や方針を決定する際に，お互いの知識や経験，価値観，ライフ
スタイル等を尊重しながら対等な立場で話し合う，患者・家族と医療職者間のパートナーシップ
に基づくコミュニケーション方法のことである．このコンコーダンスの考え方に基づいた家族
看護では，患者を含む家族と医療職者がパートナーシップを形成し，両者の間で協働して合意形
成された治療方針などに家族が主体的に取り組めるように支援することが重要な課題である．
したがって，患者を含む家族と医療職者のコンコーダンスを達成するために必要な双方の姿勢，
態度，能力，スキル（「家族コンコーダンス達成力」と呼ぶ）およびそのコンコーダンスの状態
を客観的にアセスメントすることは重要であると考える．とくに，家族を支援する立場にある看
護師が備えるべき家族コンコーダンス達成力においては，看護師を対象とした“看護師自身の家
族コンコーダンスを達成するための力”に加えて，さらに家族を支援対象とした“家族による家
族コンコーダンスの達成を支援する力”の 2 つの視点から家族コンコーダンス達成力を捉える
必要がある． 
研究代表者らは，家族のコンコーダンスおよび家族がもつ家族コンコーダンス達成力の概念

を明らかにしてきた．この成果を基盤として，家族がもつ家族コンコーダンス達成力を客観的に
アセスメントするための，慢性疾患患者・児がいる家族を対象とした家族コンコーダンス達成力
尺度 FCCS-F（Family Concordance Competency Scale for Family）を開発した． 
 
２．研究の目的 
 本研究では，慢性疾患患者・児を含む家族と看護師間におけるコンコーダンス（家族コン
コーダンス）の達成を目指し，そのような家族と看護師の家族コンコーダンスの達成に必要
な双方の姿勢，態度，能力，スキル（家族コンコーダンス達成力）をアセスメントするため
のモデルを開発することを目的とした． 
 
３．研究の方法 
 研究対象は，地域で生活する慢性疾患患者・児がいる家族ならびに，そのような家族を支援す
る看護師と対象とした．家族および看護師への半構成的インタビュー調査にあたって，研究対象
者への倫理的配慮の手続きを厳守して研究を実施した． 
（１）「家族を対象とした家族コンコーダンス達成力アセスメントモデル」の開発 

国内外のコンコーダンス関連資料の文献検討，既存の家族インタビューの逐語録の再検
討，過去の研究成果，専門家会議によって，家族がもつ家族コンコーダンス達成力の影響
因子を抽出した． 

（２）「看護師を対象とした家族コンコーダンス達成力アセスメントモデル」の開発 
訪問看護師を対象とした半構成的インタビュー調査，専門家会議によって，訪問看護師

がもつ家族コンコーダンス達成力の構成要素、帰結（効果）と影響因子を抽出した． 
（３）「家族コンコーダンスアセスメントモデル」の開発 
    家族同心球環境理論に基づく家族ケア/ケアリングモデルの枠組みを用いて，帰納的か

つ演繹的に上記（１）（２）を統合し，「家族コンコーダンスアセスメントモデル」を構築
した． 

 

４．研究成果 

（１）「家族を対象とした家族コンコーダンス達成力アセスメントモデル」の開発 
家族がもつ家族コンコーダンス達成力の影響因子は，家族因子，医療職者因子，社会環

境因子の３つに分類された。家族因子は【家族員の態度】【家族内のコミュニケーション】
【家族員個々の特性】，医療職者因子は【家族員への医療職者の態度】【医療職者が抱える
家族支援への困難感】【医療職者の特性】、社会環境因子は【医療機関の環境】【標準的な
医療ケアシステムの方針】【多様な文化背景】からそれぞれ構成されていた．それらの影
響因子の視点からアセスメントすることによって，各構成因子を除外したり促進したりす
るような家族看護計画を立案・実践することができるようになり，家族コンコーダンスの
達成・構築につながる． 

 
 



（２）「看護師を対象とした家族コンコーダンス達成力アセスメントモデル」の開発 
看護師がもつ家族コンコーダンス達成力は，【家族の困り事への気づき】【家族目標の設

定】【家族環境アセスメントと家族支援】【家族環境の整備】【家族評価】【中立的な橋渡し】
【家族内部環境アセスメント】【訪問看護師の重責感】【訪問看護師間のコーピング】【多
職種協働のファシリテート】で構成されていた．それらのプロセスに影響する因子として
は，【家族員間での医療や介護への遠慮】【家族の介護力への否定的な思い込み】【家族へ
の過度な指示的態度】【家族との情報共有のシステム化】【介護・福祉職の積極的な意見姿
勢】等が挙げられ，それらの視点から看護師の家族コンコーダンス達成力をアセスメント
することによって，各構成因子を除外したり促進したりするような看護師の教育計画を立
案・実践することができるようになり，家族コンコーダンスの達成・構築につながる．そ
して，それらの家族コンコーダンス達成力のプロセスを実践することによって，【利用者
が主体的に生活行為を行うようになる】【家族が主体的に考え行動するようになる】【家族
が訪問看護師を信頼し利用者を任せる】【家族が主体的にアセスメントして介護に参加す
る】【訪問看護師が家族の希望に添い続ける忍耐力を得る】【医療職者と介護職間での情報
共有ができるようになる】などの患者・家族，訪問看護師，医療・介護・福祉職の行動変
容に関する効果が得られていた． 

 
（３）「家族コンコーダンスアセスメントモデル」の開発 

家族を対象とした過去の研究から，家族コンコーダンスの構成要素として，【家族
と医療職者間における協働】【対等な関係の構築】【知識と価値観にもとづくやりとり】
という家族と医療職者間における事象，【家族内における協働】【家族の意思決定】と
いう家族内部における事象，【医療職者間における協働】という医療職者間における
事象が明らかになっている．そこに，上記（１）（２）で同定された家族コンコーダン
ス達成力の構成要素や影響因子，帰結を統合することによって，家族ケア/ケアリング
（家族と医療職者がお互いに影響し合うことによるウェルビーイングの達成）に則した家
族コンコーダンスを包括的にアセスメントすることができる． 
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